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◆ 今流行っているの？
群馬県では2022年第40週（～10月9日）までに108件の報告があり、感染症法に基

づく調査が始まった1999年以降で最も報告の多かった2021年の報告数（106件）を

上回りました。

全国の報告数も過去最多ペースとなっています。

◆ 心配なことがある場合は、医療機関を受診しましょう！

保健所では性感染症の相談・検査を無料・匿名で行っています

保健所（県保健福祉事務所、市保健所）までお問合せください
※詳しくは群馬県ホームページ http://www.pref.gunma.jp/02/d2910001.html

◆ どんな病気？
●梅毒トレポネーマという病原菌による感染症で、性的接触などで感染します。

● 感染後数週間の潜伏期を経て、病期により様々な症状が出ます。

●早期治療で完治可能ですが、治療が遅れると重大な後遺症が残ることがあります。

●妊婦が感染すると胎盤を通して胎児に感染します。
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梅毒の報告過去最多！

無症候の届出が20%（男性14％、女性35％）

無症候の診断契機は

パートナーが陽性

風俗利用が心配

他疾患等で受診

入院時等の検査など・・・

※詳しくは「梅毒に関するQ＆A」（厚生労働省ホームページ）
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無症候 Ⅰ期 Ⅱ期 晩期 先天梅毒

男性が約７割

10～20歳代では女性の割合が多い

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/seikansenshou/qanda2.html


